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静岡県浜松市の溜池で新たに発見された移入種

Palaemonetes sinensisの離の生殖周期

大賞貴清1・鈴木伸洋秋山信彦2，*

Annual Reproductive Cycle of the Female Palaemonetes sinensis 
Recorded for the First Time in a Pond of Hamamatsu City， 

Shizuoka Prefecture， J apan 

Takakiyo UONUKI¥ Nobuhiro SUZUKI1 and Nobuhiko A.KJY品仏2，*

Abstract: A new Palaemonid shrimp distribution was found for the first time in the record in J apan 

in a pond in Matsushima town， Hamamatsu city， Shizuoka Prefecture， Japan. It was identi宣ed，as a 

result of a morphologica1 examination， to be Palaemonetes sinensis. P. sinensis can be distinguished 
from indigenous Palaemonid shrimp by absence of the palp. 

τne habitat is isolated from the sea and larva of P. sinensis has an ability to grow under freshwater. 
It is suggestive that the species has been transported either intentionally or unintentionally， but not 

by natur・alcauses. 

In order to acquire basic knowledge about the life history， a female reproductive cyc1e was 

investigated from October， 2005 to September， 2007. Oogenesis of P. sinensis was c1assified in to six 
stages for this study: chromatin nuc1eolus， perinucleolus， yolk granule， primary yolk， secondary yolk， 

and tertiary yolk stage. Based on these classifications and histological features of ovaries， ovarian 

maturity was classified into four phases: multiplication， vitellogenic， maturation， and ovulation phases. 

τne maturation phase and ovigerous female appeared between May and September. 間oreover，

it was suggested that multiple spawning at one reproductive season was confirmed from the 

relationship between the development of ovigerous egg and ovarian matur匂r.

Key words: Palaemonetes sinensis; Alien species; Annual reproductive cyc1e 

静岡県浜松市松島町の天竜介i河口域にある溜池で

スジエピ Palaemonpaucidensに酷f弘したテナガエピ

亜科のエピの生息が確認された。本種は淡水性種で大

顎に触髭が存在しない点， SE前腕上部に縫合線がある

点 Oayachandran2001)，尾節先端が尖る点(Liet al. 

2007)から Palaemonetes属であることが判明し，雄性

突起の形状 (Vi1lalobosand Hobbs 1974; Stren仕11976)， 

額角の歯数や形状 (Pesta1913; Kemp 1925; Chace 1972; 

Vi1lalobos and Hobbs 1974; Bray 1976; Strenth 1976)， ~!!l、

2010年 6月17日受付;2010年 9月1513受理.

前赫の位置や体色 (Gonzalez-Ortegonand Cuesta 2006; 

Li et al. 2007) などから中国やシベリアに生息する

Palaemonetes sinensisであると向定された。

本種は大卵少産種で，浮遊幼生期が短縮しており，

幼生が淡水で生育することが知られていることから

(Shen 1939;諸喜田 1979;Li et al. 2007)，浮遊幼生期

に海から侵入してきた可能性は低く，人為的に持ち

込まれた外来種であると考えられる O 近年，海外か

らは様々な淡水性のエピ類が輸入されており，琵琶湖

l東海大学連合大学院生物科学研究科 (Grad凶 teSchool of Bioscience， Tokai University Unified Graduate School， 1117 

Kitakaname， Hiratsuka， Kanagawa 259-1292， J apan) . 
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Ak:王iyama).
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では向じく中国に分布するシナヌマエピ Neocaridinα

denticulata sinensisと思われるエピが採集され，在来

のミナミヌマエピ N.denticulαta denticulataとの競争

が懸念されている(西野・丹羽 2004)。

今回，P. sinensisが発見された溜池には，魚類では

コイ Cyprinuscarpio，ギンブナCarassiuslangsdor.βi，モ
ツコ、、Pseudorasboraparvα，メダカ Oryziaslatか拡大型

原殻類としてはアメリカザリガニ Procambarusclarkii 

とスジエピが生息している。このj留地では手綱による

調査が可能な水深 20~80 cmの浅所ではスジエピよ

りも本種の生息数が優占しており，事前の2005年 8月

の調査では本麓とスジエピの出現比率はおよそ17: 3 

の割合であった。

スジエピは全国で食用や(西野 1978; 北海道水産

ふ化場 1991; 林 2000; 金辻 2001)，釣り餌として利

用されており(上田 1970; 神原ら 1968; 宮尾・山本

1984) ，琵琶湖や石狩J!¥など多く漁獲できる地域で、は

重要な水産対象種とされている(西野 1978;北海道水

産ふ化場 1991;金辻 2001)。今自 f干sinensisが発見さ

れた溜池で、は水産的活動は行われていないが，スジエ

ピを始めとした在来種の漁獲が行われている地域に侵

入した際，漁業への影響も懸念される O 本種はスジエ

ピに酷似しておりスジエピが多く生息する地域に侵入

した際，誤向定される可能性も高く寝入の発覚が遅れ

ることも考えられる。

現夜，特定外来種であるオオクチパス Micropterus

salmoidesやコクチパス M dolomieuなどでは繁殖生

態を利用した駆除法が試みられている(佐久間・弘瀬

2004;小浜ら 2009)0 しかしながら，本種の繁殖生態

に関しては，本来の分布域である中国での知見として，

抱卵個体が出現し始める時期や生息環境に関する簡単

な記載 CHolthuis1950; Li et al. 2007)があるだけであ

るO 移入種の生活史に関する基礎的知見，特に繁殖生

態に関する知見は個体数の増減に直接関わる事項であ

り，在来種との競争の可能性を明らかにするためぞ，

駆除の必要性が生じた際にも有用な知見である O 特に

野外で、の成熟や産卵の季節的消長は繁殖生態を把握す

る上で最も基礎的な知見となる O

そこで，新たに定着が確認された移入種である f

sinensisの形態的な特徴を明らかにし，さらに，本種

の日本国内での生活史を明らかにするための基礎的知

見を得るために，今回発見した静関県浜松市松島問丁の

溜池での本種の離の生殖周期を明らかにした。

材料および方法

P. sine加 zsは静岡県浜松市松島町の天竜川河口域に

ある海と直接連絡のない溜池 (Fig.1)で発見された。
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Fig. 1. 1ρcation of sampling point. 

この池の西岸のアシ原縁辺部の水深20~80 cm，泥底

および砂泥底の地点で2005年10月26日から2007年 9

月23日まで毎月 1閤，夜間に約201樹木の P.sinensisを

タモ網で採集した。また，同採集地点には水温のデー

タ ロ ガ ー (Onsetcomputer corporation， StowAway③ 

Tidbit③) 1悟を水深約60cmの水中に設霞し， 1時間

ごとの水混を記録した。日長時間については理科年表

〈国立天文台 2004，2005， 2006)から求めた。採集した

個体を研究室に持ち帰り， 2-フエノキシエタノールに

て麻辞した後，同所に生息する形態的に酷似したスジ

エピと識別するために，色彩や額角の歯数，大顎の触

髭の有無などの外部形態を観察し，本種であることを

確認した。本種と同定された悟体は，抱卵の有無を確

認し，眼簡後端部から頭胸申背面部正中線末端までの

頭脳甲長をノギスで測定した。次いで，生殖腺を摘出

し，生鮮時の色調を観察し，精密天秤を用い0.1mg単

位で湿重量を測定した。生殖腺イ本指数 (gonadsomatic 

index，以下 GSIとする)を， GSI出生殖JJ泉重量 (mg)

/頭胸Ej3長 (mm)3x106 (大貫ら 2008)の式から算出

した。卵母細胞の発達過程および卵巣の成熟段階を調

べるために，摘出した卵巣をブアン氏液で24時間間定

後， 70%エタノールで、保存し，常法に従ってパラフィ

ン切片を 5μmの原さで作成し， Mayerのヘマトキシ

リン(メルク社)・エオシン(メルク社)2重染色を施

し，光学顕微鏡下で観察した。本種の卵巣卵の発達過

程については，ガザミ Portunustrituberculatus (今井ら

1998) ，スジエピ(大貫ら 2008) を参考に分類した。

組織切片中の卵母細胞の中で核が中心部に見られる制

服301圏を選び， ミクロメーターで帝国月包径および核径を

計測し平均値と標準偏差を算出した。また，卵巣卵

の発達段階と卵巣内で、の卵母細胞の分布や生鮮持の色

調から卵巣の成熟段階を毘別した。抱卵されていた卵

については発践の有無を観察した。

果

採集された Palaemonθfθssわensisの形態

外形と色彩はスジエピに似ており，頭胸甲側関には

スジエビ、陪様逆ハの字状の縞がある O 腹部にもスジエ
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ピ向様各節に横縞があり，第 3腹節には太く濃い横縞

がある (Fig.2A)。甲殻は平滑で、，頭絢甲前縁にはス

ジエピ同様触角上棟と鯉、前腕があり，問、前椋は頭腕EfI

前縁よりやや後方から生じる (Fig.2B)。額角は前方

にほぼ水平に伸び，触角鱗の先端付近に達する O 額角

上縁には3~7(5.1 :t 0.7(平均値±標準偏差，以下同様)， 

n=246)本の歯をもち，下縁には 1~ 3 (1.9求。ム n

=246)本の歯をもっ。スジエピでは上競の歯のうち

1~2 本が先端近くにあるとされるが(林 2000)，本

種では上縁先端近くに歯をもたない (Fig.2C) 0 スジ

エピに存在する大顎の触髭 (Fig.2D) は本種では欠

く (Fig.2E)。

卵巣卵の発達過程

今巨1，採集された個体の卵巣卵の成熟段階は染色仁

期から第三次卵黄球期までの 6期が確認できた。なお，

それぞれの発達過程で、各30個の卵母細抱を計測した

1)染色仁期 (Chromatinnucleolus stage) 細胞径20.7

:t4.6μmo細胞はほぼ円形で，細胞の大部分が核によっ

て占められ，細胞質は少なくほとんど確認することが

できない。核内にはヘマトキシリンに弱染する1から数

Fig. 2. Morphological feature of Palaemonetes sinensis 

and Palaemon paucidens col1ected in Matsushima town， 

Hamamatsu city. 
A， lateral view of adult Palaemonetes sinensis; B， anterior 
margin of carapace of Palaemonetes sinensis; C， rostrum 
of Palaemonetes sinensis; D， mandible of Palaemonetes 
sinensis; E， mandible of Palaemonρaucidens; a， branchio-
stegal spine; b， palp. 

f図の染色仁および染色糸が観察される (Fig.3A)。

2 )閤辺イ二期 (Perinucleolusstage) 細抱長径147.1

土 56.2μm，姪径104.1:t 46.6μm，核径62.5:t19.4μmo 

細脆質が増加することによって，細胞径が増大する。

細胞質および核質はへマトキシリンに弱染し，核内に

ある染色仁はヘマトキシリンに強染する (Fig.3B)。

3 )卵黄頼粒期 (Yolkgranule stage) :細胞長径362.1

土47.9μm，生豆箆281.8:t 38.4μm， 核;径l11.3:t14.5μm。

縮胞は周辺f二期よりさらに肥大し，細胞質中にエオシ

ンで染色される頼粒状の卵黄球が散在する (Fig.3C)o

4 )第一次卵黄球期 (Primaryyolk stage) 細胞

径:323.8:t64.5μm， 1;豆f歪222.2土 45.2μm，核:1壬83.8:t 

25.9μm。細胞質表層部にエオシンに染まる卵黄球が

集中するが，細胞中心部は周辺仁期とほぼ同様の状態

で，ヘマトキシリンに弱染する (Fig.3D)。

5 )第二次卵黄球期 (Secondaryyolk stage) :細胞長

f壬443.4土 65.0μm，短佳284.7 :t 41.5μm，キ~径110.8 土

15.8μmo細胞質全体がエオシンに染まる卵黄物質で

満たされる。中心部の卵黄物質は融合するものもみら

れる O 核は事I~母細胞の中心に明瞭に確認できる (Fig.

3E)。

6)第三次卵黄球期 (Tertiaryyolk stage) :糊抱長径

942.4土 106.9μm，短径672.4土 122.3μm，核径79.5太

16.2μlllo卵黄球の蓄積が進み，細胞質はエオシンに強

染する。愚図のj慮抱細胞は著しく扇乎し，核は卵母細

胞の中心にあるが，不明瞭で、不定形となる (Fig.3F)。

Fig. 3. Oocyte development of Palaemonetes sinensis. 
A， chr・omatinnucleolus stage; B， perinucleolus stage; C， 

yolk granule stage; D， primary yolk stage; E， secondary 
yolk stage; F， tertiary yolk stage. 
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Fig. 4. Ovarian maturity phases of Palaemonetes sinensis. A， multipIication phase; B， vitellogenic 
phase; C， maturation phase; D， ovulation phase; a， postovulatory follic1es. 

卵巣の成熟段階

卵巣の成熟段階は以下の 4相に芭別できた。

1)増殖相 (Multiplicationphase) 生鮮時の卵巣は

透明感のある乳白色である。卵巣内には染色仁期から

卵黄頼粒期までの卵母細胞が認められる。またラ生殖

細胞は規則的に並んで、おり 卵巣の中心部より表層で

発達した卵母細胞が観察される (Fig.4A)。この成熟

段階の卵巣の GSIは1.4~18.7 (n"，92)であった。

n )卵黄蓄積相 (Vitellogenicphase) 生鮮時の卵巣

は黄色または緑がかった乳白色である。卵巣内には

染色仁期から第三次卵黄球期までの卵母細胞が見られ

る。発達卵群は卵巣表層部に分布し，未発達卵群は卵

巣中心部に分布する (Fig.4B) 0この成熟段階の卵巣

のGSIは1.3~20.2 (n=22)であった。

国)成熟相 (Maturationphase) 生鮮時の卵巣は，

鮮やかな緑色となる O 発達卵群は第三次卵黄球期の卵

母細胞で構成され，卵巣断面の大部分を占める (Fig.

4C)。卵巣中心部には染色仁期から周辺仁期後期まで

の未発達な卵群が局在する O この成熟段階の卵巣の

GSI は8.4~108.5 (η=33)であった。

N)排卵相 (Ovulationphase) :生鮮時の卵巣は増殖

相同様に乳白色で，卵巣内には染色仁期から閣辺仁期

後期までの卵母細抱が存在するが，増殖相のような規

則性はなく，卵母細砲がまばらに存在する O 卵母細胞

同士の関i績には結合組織や，排卵後の櫨胞が多くみら

れる (Fig.4D)。この成熟段階の卵巣の GSI は1.l~

12.5 (n=21)であった。

l雄の GSIの季節変化と成熟段髄および抱卵個体の出

現時期

5周査期間中，抱卵個体は2006年では 5 月 25B~9 月

26 日， 2007年では 5 月 23 日 ~8 月 28 日に観察され (Fig.

5B) ラこの時の7](識の一日の平均値は17~320C の範屈

であった。産卵開始時の 5月の日長時間は，約13時

間30分から14日寺間へと長日化し，平均水温は14
0
Cから

21
0
Cへと上昇した (Fig.5A)o抱卵個体が出現してい

た期間中に採集された全ての個体の GSIは1.1~108.5 

の範囲であり，卵巣の成熟段階は増殖相，排卵相，卵

黄蓄積相，成熟相と全ての成熟段階が出現した (Fig.

5B)。全調査期間中に採集された雌163個体のうち45

個体が抱卵していたο 抱卵数は最大が2007年 5月23

日に採集された182粒，最小が2006年 9月26日に採集

された17粒で，平均抱卵数は100.1:t43.4個であった。

未発課卵300個の卵径の平均値は長径1.2:t0.1 mm，短

径は1.0土0.1mmで、あった。また，未発眼卵を持って

いた14悟体では排卵相の個体が多く 78.6%，増殖相が

14.9%，卵黄蓄積相が7.1%で，成熟棺の個体は確認さ

れなかったが，発眼卵を持っていた31傭体では卵黄蓄

環相は17.2%，成熟相は41.4%確認された。抱卵が確

認された期間に採集された未抱卵の64悟体では卵黄蓄

讃相は17.7%，成熟相は30.6%確認された。また未発

日艮卵を抱卵していた偶体の GSIは1.1~12.5であり，

発眼卵を抱卵している個体の1.8~93.9，または未抱卵

儲体の2.2~108.5の分散と有意に異なり (ANOVA， P<

<0.05)， GSIの高い悟体はみられなかった (Fig.6)。
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Fig. 5. A， water temperature and day length at the sampling site. B， gonad somatic index (GSD of Palaemonetes sinensis 
from October 2005 to September 2007 (一， day length; *， average water temperature in a day; 0， multiplication phase; 
口，viteIlogenic phase;ム， maturation phase; 0， ovulation phase; open， unovigerous; solid， ovigerous). 

察

今回静岡県浜松市松島町で生息が確認された R

sinensisは，外部形態や色彩については在来のスジエ

ピに酷似していた。日本産の陸水産テナガエピ科の検

索では肝上純が無いものはスジ、エピ属とされる(鈴木・

佐藤 1994;諸喜田 2003)0 また，林 (2000) は淡水性

で額角の歯数が上縁が 4~8，下縁が 1~4 のものは

スジエピとしている O 本種も目干上輔が無く，額角の歯

数もスジ、エピの範囲と重なることから，本種がスジエ

ピの生息する水域に侵入した際，スジエピに誤開定さ

れてしまう可能性が高く，本種の侵入を早期に把握す

ることができない恐れがあると考えられる。本種とス

ジエピの相違点は，本種では額角上縁の揖が先端近く

にはないのに対して，スジエピでは先端近くに 1~2

本の歯がある点，大顎に触髭を欠く点であった。額角

については欠損している場合では判別が不可能で、ある

が，大顎に関しては口器の最も奥にあるため，欠損の

可能性も非常に低いことから，本種と疑わしい傭体が

他の地域で採集された場合や，本種の他地域での分布

を調査する上で同定する際に重要な形質であると考え

られた。

考

調査を開始した2005年10月26日から2006年 2月20日

(n=28)までは全ての個体が増殖相の卵巣であった(Fig.

5B) 0 2006年 3月初日から 9月26日には卵黄蓄積相と

成熟相の卵巣を持つ個体が採集され， 2006年10月19日

から2007年 1月10日までは再び採集された全ての19個

体が増殖相の卵巣であった。 2007年 2月20日には卵黄

蓄積相の個体が I僧体のみ採集されたが，その他はす

べて増殖相の卵巣であった (Fig.5B) 0 2007年 3月29

日から 8月28日には卵黄蓄稽相と成熟相の個体が再び

採集されるようになり， 2007年 9月23日には増殖相の

個体のみ採集された (Fig.5B)。

2006年， 2007年ともに成熟相が出現した 3月下旬の

日長時間は春分点直後の約12時間まで長官化し， 1日

の平均水温は2006年では9.7
0Cから10.9"Cへと2007年で

は9.4から11.2
0Cへと上昇した (Fig.5A)o

また増殖相のみが採集された2005年の10月26日~

2006年 2月初日 (n=28) までと， 2006年10月四日~

2007年 l月10日(n=19)まで， 2007年の 9月23日(炉心

の GSIは1.4~13.7であった (Fig. 5B) 0この期間の日

長時間は秋分点の12時間から冬至の約10時間まで短日

化し， 1日の平均水温は20
0
Cから8

0
Cまで降下した (Fig.

5A)。
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P. sinensis は，中国からシベリアにかけて広く分

布する淡水性種で、あり(Liet al. 2007)，ゾエアは淡

水中で生育することが知られている (Shen1939;諸

喜問 1979;Li et al. 2007) 0今回本種の生息が確認さ

れた静岡県浜松市の生息地も海と繋がっておらず，

原産地と陪様に生渡を淡水域で過ごす生活史を送る

事が示唆された。また コエピ類の一殻的な傾向と

して淡水適応が進むに従って小卵から大卵になると

ともに，卵数が減少するとされており，卵数と卵径

の関係から小卵多産，中卵中産，大卵少産の 3型に

分けられている(諸喜田1979)0国内に生息するコ

エピ類の大卵少産種は，すべて陸封種であり，琉球

列島に生息するイシカ、、キヌマエピ N ishigakiensisや

コツノヌマエピ N brevirostris，ショキタテナガエピ

Macrobrachium shokitai，本州に生息するミナミヌマ

エピなどが含まれるが これらは全て卵径の平均値

が 1mmを超えており，抱卵数の平均値は100粒以

下である(諸喜田1979)。本種の卵径は長径1.2土 0.1

mm，短径1.0土 0.1mm，抱卵数は100.1土 43.4姻であ

り，これらの陸封種とほぼ間等であった。また，本

種が陸封績であることは コンジンテナガエピ M.

lar (伊藤 1995;今井ら 2002)やザラテテナガエピ M.

australe (今井ら 2007)のように幼生期に海流によっ

て運ばれてきた可能性や チチュウカイミドリガニ

Carcinus aestuarii (風呂田 2002) やイッカククモガ

ニ乃Jromαiα tuberculαta(風呂田 2002)のようにパラ

スト水によって運ばれた可能性は非常に低く，成体の

状態でこの水域に人為的に導入されたことが示唆され

る。著者らは，静岡県内の釣具屈にて中国のi折江省よ

り釣り餌として輸入された本種が流通していることを

確認しており，本研究で確認された鋼体群はこのよう

な経緯で輸入された個体が野外に故逐された可能性が

考えられる O また，幼生の発達に塩分を必要としない

ことから，湖沼のような閉鎖水域で、も繁殖が可能であ

り，限られた餌;j21や生活空間をめぐり在来種との競争

が生じる可能性が考えられた。

本研究では卵巣の組織学的な観察を行い，スジエピ

(大貫ら 2008) に従って卵筏や，核の形態変化，卵黄

の蓄積から卵母細胞の発達過程を分類した結果， 6期

に車!日分できた。本種ではスジエピと異なり，増殖相と

した未成熟の卵母細胞でも通年にわたり細胞質中にエ

オシンに染色する頼粒状の構造が見られた。ガザミ(今

井ら 1998)では本種同様 非繁殖期においても通年

細胞質仁ドに頼粒状の構造がある卵母細胞が見られ，そ

れを卵黄頼粒期と分類しており，今回の結果ではそれ

に従って細胞質中に頼粒状の構造が見られる卵母細砲

を卵黄頼粒期と分類した。また，本種でもスジ、エピ同

様に，卵母細胞の核の移動や消失は認められなかった。

クルマエピ Mαrsupenaeusjaponicusでは， 21時から 3

時の間に昌宏された成熟した卵巣で核の移動が観察さ

れており (Yano1988)，本種についても，核移動の有

無を検討するには，排卵直前の卵母細抱を詳細に観察

を行い検討する必要があると考えられた。

コエピ類の多くではー産卵期中に複数回産卵するこ
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とが知られている O 竹田 (1972) は淡水性および沿岸

性のコエピ類13種について産卵閤数を調査し，すべて

の種で抱卵中に卵巣が成熟し，幼生の鮮化後 1~2 日

で再度抱卵し，一産卵期中にこれを数聞から10数回，

繰り返したとしている O 本種の卵巣は，閤辺仁期以下

の若い卵母細胞と第一次卵黄球期以降の発達した卵群

が明離に識別でき，未発達卵群は卵巣実質部の中心部

に見られ，発達卵群は卵巣実費部の表層に見られた。

産卵期中に複数回産卵するスジエピ(伊東ら1990;

大貫ら 2008) やオニテナガ、エピ M.rosenbergii (J ose 

et al. 2007) では本種と開様な卵巣の構造を持つこと

が知られている。また，本研究では抱卵が確認された

個体では，未発眼卵を抱卵している儲体では GSIが1.1

~12.5であるのに対し，発眼卵を抱卵している鋼体で

は1.8~93.9と高い倒体がみられた。さらに産卵期間中

の未抱卵個体でも GSI が2.2~108.5と高い個体がみら

れた。これらのことから本種も抱卵期間中に卵巣の発

達卵群が成熟し，幼生の鮮化後に再度産卵を繰り返す

と考えられる O

卵黄蓄積相や成熟栢の個体が採集された 3月の環境

要因は日長時i習が春分点の約12時間へと長日化し，平

均水j昆が9
0

Cからl1
0

Cへと上昇した。また日長時間が

約13時間から14日寺間へと長日化し，平均水温が14
0

Cか

ら2fCへと上昇する 5月に抱卵細体が採集された。こ

れらのことから本麓の雌が成熟と産卵を開始するため

の光条件と水温条件は日長時間の長日化と水温の上昇

であると考えられた。また，抱卵個体の採集時期から，

問所での産卵期は 5~9 丹であると考えられた。中国

の P.sinensisでは， 5月より産卵を開始するとされて

いる (Liet al. 2007) 0 同属の P.antennariusでは，ク

ロアチアの NeretvaRiverのデルタ地帯における 2ヶ

月ごとの調査を行い 4~8 月まで抱卵個体が確認され

ている (Gottsteinet al. 2006) 0 今囲の結果も，産卵の

開始時期や期間は原産地での知見や近縁種と同様な結

果となった。

移入揖が引き起こす問題としては，交雑や捕食，生

活閣をめぐっての競争などが挙げられる。淡水性の甲

殻類では，琵琶湖に侵入したシナヌマエピでは在来種

であるミナミヌマエピとの交雑が生じている可能性が

考えられており(西野・丹羽 2004)，北海道や描島県，

滋賀県での定着が確認されているアメリカ北西部原産

のウチダザリガニ Pacifastacusleniuculusは捕食や巣

穴の競争により在来種のニホンザリガニ Cαmbaroides

japonicusを駆逐している可能性が考えられている(財

団法人自然環境研究センター 2008)。今後，日本で新

たに定着が確認された P.sinensisの食性や生活史，こ

の溜池での在来種を含めた分布や生息数の調査をおこ

ない，この種が定着することが在来の生物に対して脅
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威となりうるのかを十分に検討し，同時に本種の他地

域への拡散について厳重に監視する必要性があると考

えられる O

要約

静岡県浜松市松島町で確認された日本初記録の

テナガエピ亜科の形態を調べた結果，Palaemonetes 

sinensisと問定され，移入穂であると考えられた。

本種は外部形態が在来種であるスジ、エピ Palaemon

paucidensに酷似するが，大顎の触髭の有無を確認す

ることで、再種を確実に判別することができる O また，

本種の生活史に関する基礎的知見を得る一環として，

2005年10月 ~2007年 9 月に雌の生殖周期を諦査した。

卵巣の組織学的観察により 卵巣却の発達過殺を 6期

に分類し，その結果や卵巣の内部構造などから，卵巣

の成熟段階を増殖相，卵黄蓄積相，成熟相，排卵相の

4相に分類した。本種の雌の成熟と産卵は春分点から

の長日化と，水温の上昇によって開始することが示唆

された。また閉所での雌の生殖周期は， 3月から卵巣

卵に卵黄蓄積がおこり， 5 ~9 月のおよそ 4 ヶ月間に

複数回産卵することが示唆された。
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